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福田のまう
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・世帯…3，002世帯（十7）i

・人口…7，095人（－1051

・男……3，472人（－55）：

・女……3，623人（－50）：
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地
域
で
見
守
ろ
う
「
子
ど
も
の
安
全
」

毎
月
2
2
日
は
「
子
ど
も
安
全
の
日
」
　
（
広
島
市
）
。
犯

罪
や
事
故
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
、
地
域
で
の

見
守
り
が
欠
か
せ
な
い
。
そ
の
一
つ
が
「
学
校
安
全
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」
。
通
学
路
に
立
ち
、
優
し
く
子
ど
も
た

ち
の
登
下
校
を
見
守
る
メ
ン
バ
ー
は
、
福
田
地
区
に
も

5
1
人
登
録
さ
れ
て
い
る
。

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

～

す

L

I

子

ど

も

た

ち

の
声
に
、
こ
ち
ら
も
元
気

を
も
ら
っ
て
　
「
気
を
つ

け

て

い

っ

て

ら

っ

し

ゃ

い
」
と
言
葉
を
返
す
「
朝

の
会
話
」
。
私
が
大
和
台

橋
で
児
童
の
登
校
の
見

守
り
を
続
け
て
5
年
目
。

通
学
路
は
、
道
幅
が
狭

い
う
え
に
見
通
し
が
悪

く
、
通
勤
の
車
や
大
型

安
全
に
心
を
砕
く
松
本
さ
ん

ト
ラ
ッ
ク
も
多
い
の
で
、

特
に
注
意
し
て
い
ま
す
。

な
に
よ
り
毎
年
3
月

に
も
ら
う
感
謝
の
手
紙

が
楽
し
み
。
「
ゆ
き
の
日
、

雨
の
日
、
い
つ
も
わ
た
し

た
ち
を
だ
い
じ
に
思
っ

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」

な
ど
、
う
れ
し
い
言
葉

に
思
わ
ず
胸
が
熱
く
な

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

こ

の

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

を

続
け
た
い
と
思
っ
て
い

ます。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

「
学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ

ア
」
　
に
加
わ
る
に
は
、
福

田
公
民
館
か
小
倉
昇
社

協
会
長
（
F
A
X
8
9
9

－
3
8
1
8
）
　
ま
で
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

登
録
後
、
緑
色
の
活
動

用
ジ
ャ
ン
パ
ー
が
支
給

さ
れ
ま
す
。
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平
成
密
度
　
福
田
地
区
社
協
が
繊
会

健
康
で
元
気
な
地
域
に

平
成
2
8
年
度
の
福
田
地
区

社
会
福
祉
協
議
会
総
会
が
5

月
8
日
、
福
田
公
民
館
で
行

わ
れ
た
　
（
写
真
）
。
小
倉
昇

会
長
は
「
健
康
寿
命
を
伸
ば

し
、
元
気
な
地
域
づ
く
り
を
」

と
あ
い
さ
つ
。
前
年
度
の
事

業
・
決
算
報
告
、
新
年
度
の

事
業
計
画
案
や
予
算
案
な
ど

が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
承

認
さ
れ
た
。

総
会
に
続
き
、
束
区
役
所

厚
生
部
の
山
田
政
敏
部
長
ら

が
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

に
つ
い
て
語
っ
た
。

「
認
知
症
け
あ

カ
フ
ェ
」
　
開
く

「
認
知
症
け
あ
カ
フ
ェ
・

I
 
n
福
田
」
　
が
3
月
3
1
日
、

福
田
公
民
館
で
行
わ
れ
た
。

金
谷
雄
生
医
師
が
「
認
知

症
の
正
し
い
理
解
」
　
に
つ
い

て
講
義
。
グ
ル
ー
プ
別
に
討

議
し
た
あ
と
、
金
谷
医
師
は

「
認
知
症
に
優
し
い
ま
ち
・
福

田
を
宣
言
し
ょ
う
」
　
と
結
ん

だ。

新
車
座
職
‖

会
長
　
　
福
祉
施
設
理
事

副
会
長
　
福
田
地
区
連
合
町
内
会
会
長

副
会
長
　
福
木
地
区
民
生
委
員

副
会
長

小
倉
　
　
昇

大
平
町
内
会
会
長

山
本
　
幸
弘

児
童
委
員
協
譲
会

松
長
　
忠
義

副
会
長
　
福
田
地
区
公
衆
衛
生
推
進
協
議
会
会
長

辻
　
　
秀
司

副
会
長
　
植
木
女
性
会
副
会
長
　
　
　
川
崎
　
悦
子

事
務
局
長
　
種
木
地
区
民
生
委
員
　
児
童
委
員

宅
重
　
美
揮

会
計
　
寺
粂
町
内
会
会
長
　
　
　
　
　
栗
野
　
富
男

監
事
　
福
田
地
区
自
主
防
災
連
絡
協
議
会
会
長

久
保
　
　
正

監
事
　
桜
台
町
内
会
会
長

顧
問
　
中
老
年
会
会
長

安
永
　
邦
明

福
原
　
令
二

新
年
度
理
事

上
条
町
内
会
会
長

希
豊
ヶ
丘
町
内
会
会
長

山
城
町
内
会
会
長

若
宮
町
内
会
会
長

観
音
原
自
治
会
会
長

観
音
町
内
会
会
長

新
橋
町
内
会
会
長

東
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
ツ
町
内
会
会
長

寺
分
上
町
内
会
会
長

寺
分
下
町
内
会
会
長

寺
分
乗
町
内
会
会
長

大
和
台
自
治
会
会
長

福
田
五
月
ケ
丘
自
治
会
副
会
長

原
山
町
内
会
会
長

後
谷
町
内
会
会
長

積
木
学
区
体
育
協
会
会
長

福
田
地
区
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
隊
長

福
祉
施
設
理
事
長

広
島
東
地
区
保
護
司
会
　
保
護
司

枯
木
中
学
校
校
長

福
木
中
学
校
P
T
A
会
長

相
木
小
学
校
校
長

種
木
小
学
校
P
T
A
会
長

福
田
公
民
館
館
長

福
木
女
性
会
会
計

井
手
野
下
武

宮
土
井
智
子

井
手
野
下
佃

叢
永
　
邦
枝

白
石
　
英
夫

谷
光
　
弘
至

武
田
　
信
幸

山
崎
　
武
美

花
野
木
　
賢

林
　
　
政
直

森
岳
　
秀
治

中
村
　
英
明

村
田
　
嘗
則

岩
崎
∴
忠
信

遠
山
　
政
殿

方
京
　
養
親

柿
木
田
　
勇

松
島
　
洋
一

笹
田
　
浦
浩

阿
部
　
美
徳

垂
田
小
百
合

多
田
　
浩
二

鈴
木
　
雄
二

中
内
　
早
苗

7
月
か
ら
の
事
業
計
画

毎
月
、
ふ
れ
あ
い
配
食
・
花
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
会
議
・
役
員
会
・
広
報
委

員
会
の
ほ
か
、
毎
週
水
曜
日
に
「
コ

ス
モ
ス
の
会
」
支
援
相
談
の
受
付
を

実
施（7月）

合
同
ふ
れ
あ
い

い
き
い
き
サ
ロ
ン

福
祉
映
画
　
子
ど
も
盆
踊
り
練
習

「
区
長
と
語
る
会
」

広
報
誌
0
0
号
発
行

（8月）
学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

報
交
換
会

「
コ
ス
モ
ス
の
会
」
総
会

（9月）
敬
老
記
念
品
配
布

（10月）

「
区
長
と
語
る
会
」
報
告
会

理
事
会

「
福
田
大
学
」

広
報
誌
飢
号
発
行

（12月）

紙
門
松
の
配
布

子
ど
も
福
祉
映
画
　
絵
本
の
朗
読

花
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ロ
ン

「
福
田
大
学
」

（1月）

各
種
団
体
新
年
互
礼
会

広
報
誌
6
2
号
発
行

（3月）
「
福
田
大
学
」

配
食
滞
動
情
報
交
換
会
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協社だふ

い
き
い
き
サ
ロ
ン
シ
リ
ー
ズ

「
独
身
華
族

ク
ラ
ブ
」

「
わ
た
し
ゃ
～
福
田
の
看
板

娘
　
若
者
ナ
ン
パ
に
出
か
け

ま
～
す
」
　
と
歌
い
踊
る
「
老

い
ろ
け
音
頭
」
　
が
好
評
。
観

音
原
団
地
に
四
季
折
々
に
咲

く
花
を
モ
チ
ー
フ
に
、
自
前

で
作
詞
・
作
曲
・
振
付
を
。

そ
ろ
い
の
T
シ
ャ
ツ
に
若
さ

が
ほ
じ
け
る
。

会
長
の
上
野
美
代
子
さ
ん

を
中
心
に
会
員
は
4
2
人
。

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
集
う

場
と
し
て
平
成
2
6
年
3
月
に

の
半
面
、
土
石
流
な
ど
の
災

害
を
起
こ
す
危
険
性
が
あ
り

ま
す
。
危
険
を
感
じ
た
場
合
、

す
ぐ
自
主
避
難
を
お
願
い
し

ま
す
。
地
域
総
ぐ
る
み
で
減

災
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま

す。

「
木
の
宗
山
」
で

清
掃
登
山
行
う

「
木
の
宗
山
」
清
掃
登
山

（
2
月
2
7
日
）
　
は
、
老
年
会
や

中
学
生
ら
が
ご
み
袋
を
持
っ

て
参
加
。
福
木
幼
稚
園
の
園

児
が
卒
園
登
山
す
る
前
に
登

山
道
を
清
掃
し
た
。

発
足
し
た
。
2
カ
月
に
1
回
の

集
い
　
（
写
真
）
　
で
は
互
い
に

「
○
○
ち
ゃ
ん
」
と
呼
び
合
う
。

さ
ら
に
「
歌
劇
笑
一
座
」
を
組

み
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
出

演
。
「
一
人
暮
ら
し
の
方
々
に
、

元
気
と
夢
を
持
ち
続
け
て
も
ら

お
う
」
と
意
欲
満
々
だ
。

地
域
の
団
体
紹
介
③

自
主
防
災
連
絡
協
議
会

会
長
　
久
保
正

自
主
防
災
組
織
は
「
自
分
た

ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守

る
」
と
い
う
自
覚
の
も
と
、
自

主
的
に
協
力
し
防
災
活
動
を
行

う
組
織
で
す
。

福
田
地
区
は
水
と
緑
に
囲
ま

れ
た
静
か
な
ま
ち
で
す
が
、
そ
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5人目で、やっと待望のお姫さまが誕生！

母親の洋美さんは「女性らしく、思いやりのあ
る優しい子どもに育ってほしい」と笑顔で。
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懸
鎮
霊
妙
　
薫
器
西
寒
露
摺
浩
還
嵩

／
ク
タ
ジ
ク
シ
ソ
り
Z
　
／
シ
ソ
Z
ク
′
一
あ
ク
／
舞
－
ノ
ン
／
（
b
シ
一
ン
／
竃
0
レ
ち
り
（
萎
2
－
4
つ
り
髪
づ
ラ
ノ
リ
ン
＝
づ
i
ノ
ノ
ン
一
ツ
／
－
ノ
ウ
一
リ
ン
ノ
＝
ク
ク
リ
ノ
〆
．
”
ツ
／
－
，
Y
り
ん
を
ン
多
名
イ
一
プ
リ
ん
ウ
ノ
袴
／
”
〃
ケ
ン
／
ノ
ン
り
ク
リ
／
）
”
ん
〃
ケ
鵜
ん
ん
e
H
ケ
糞
一
－
－
要
義
〇
一
－
露
シ

福
木
中
学
校
　
教
頭

山
口
　
久
美
子

こ
の
4
月
、
矢
野
中
学
校
か
ら
福
木

中
学
校
に
ま
い
り
ま
し
た
。

て
く
だ
き
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
大
変

心
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

素
直
で
元
気
な
生
徒
と
共
に

た
く
さ
ん
の
地
域
の
方
々
が
中
学
校
の

周
辺
に
花
を
植
え
て
彩
り
、
あ
い
さ
つ
を

交
わ
し
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
守
っ

素
直
で
元
気
な
福
木
中
学
校
の
生
徒
と

共
に
、
こ
れ
か
ら
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

安
芸
み
の
る
幼
稚
園

濱
田
陵
輔
ち
ゃ
ん
5
歳

若
者
か
ら
ひ
と
こ
と

寺
条
町
内
会

柿
木
田
　
儀
（
4
3
歳
）

大
学
入
学
時
、
一
人

暮
ら
し
を
し
ま
し
た

が
、
1
3
年
前
に
福
田
に

帰
っ
て
き
ま
し
た
。
0
0

歳
の
時
で
す
。
ふ
る
さ

と
は
高
速
道
路
の
開
通

に
よ
っ
て
交
通
量
も
多

く
な
り
、
と
て
も
便
利

に
な
り
ま
し
た
が
、
周

り
の
景
色
は
一
変
し
ま

した。か
つ
て
私
の
通
っ
た

小
学
校
へ
、
子
ど
も
た
ち
が

元
気
に
通
学
し
て
い
ま
す
。

地
域
で
は
、
福
田
消
防
団
の

一
員
と
し
て
活
動
し
て
い
ま

す。
こ
れ
か
ら
も
福
田
地
区
の

発
展
に
寄
与
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

季
節
の
生
き
物
に
出
合
え

る
楽
し
み
が
あ
る
か
ら
、
毎

日
の
散
歩
に
カ
メ
ラ
が
手
放

せ
な
い
。
健
康
と
好
奇
心
を

求
め
、
き
ょ
う
も
里
山
へ
で

か
け
る
。
　
　
　
　
　
（
赤
）

福
田
一
丁
目
　
千
代
山
ひ
か
り
ち
ゃ
ん

（
平
成
2
7
年
9
月
生
ま
れ
）


